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エコセンターだより

町内にお住まいの方優先で、エコを身近に感じられる体験を毎月開催しています。
お申し込みはエコセンターへ来店、または電話にて予約ください。
※各講座の詳しい持ち物・注意事項は予約の際にお伝えします。はえばる
はえばるエコセンター ☎889-4425問
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▲南風原村役所
　（現：南風原小学校敷地内に建設）

ボランティアに協力いただける方は、ぜひお電話ください。
中央公民館 ☎889-0568問学校応援隊 はえばる図書館だより

開館時間/10:00~19:00(土日17:00まで)
休 館 日/毎週火曜日､第4木曜日､祝日 ●期間:7月1日~9月30日まで

●貸出冊数:課題図書・指定図書、各1冊　●貸出期間:1週間
●予約受付:課題図書・指定図書、各1冊

●日時:8月15日(金)11:00~12:00
　英語・韓国語での読み聞かせ
●場所:町立図書館絵本コーナー
●対象:外国語に興味のある方

★感動のどうぶつ物語DX キミとの奇跡／春風はな
★こども絵本エルライン1 乗り物ずかん／小賀野実
★棺桶も花もいらない／朝倉かすみ
★終わりなき対話 やさしさを教えてほしい／谷川俊太郎・中島みゆき
★タネまく動物／小池伸介
★図解でわかる生活保護／鈴木忠義
★独断と偏見／二宮和成
★ティランジア エアプランツ栽培図鑑／藤川史雄

ホームページは
こちらから

申し込みは
こちらからいつでも

どこでも読める
電子図書館

受入予定図書 都合により受け入れが遅れる場合があります
(詳しくは図書館まで)8月 

2025年度の課題図書（感想文）・指定図書（感想画）貸出して
います。できるだけ多くの児童生徒が利用できるよう、以下
の決まりがありますのでご協力をお願いします。

町立図書館 ☎889-6400問

課題・指定図書の制限について

外国の言葉を体験してみよう!!
『世界の絵本読み聞かせ会』

　6月は疎開や戦争体験者、対馬丸記念館の学芸員、南風原平和ガイドの会、平和朗読・首里のみなさん、文化センタ
ー学芸員を講師に招き、学年に応じた平和学習をしました。戦争の悲惨さや命の尊さを学び、平和について考える
機会となりました。金城さんの講話を聞いた児童から「これからは食べ物を大切にして、家族や友だちと仲よくす
ごしていきたいです」と感想がありました。

戦後80年 わしてぃん、わしららん～平和を願い 語り継ぐ～

“生前贈与の活用”

「お友だちと仲良く。話し合い
をもって解決していくことが
大切です」

あかみね  まつえい
南風原小学校 一般疎開講話

赤嶺 松榮さん

「一番年上で皆の世話をし、勉
強したくても出来なかったか
ら、皆さんは勉強も遊びも頑
張ってください」

きんじょう し ず こ
津嘉山小学校 学童疎開講話

金城 シズ子さん

「二度と戦争の犠牲にならない
ように心から平和を求めて他
国と親しく友好を保ちながら、
明るく頑張ってください」

おおしろ　と し お
翔南小学校 体験者講話

大城 敏雄さん

「親の言うこともちゃんときい
て、好き嫌いしないで食べて
ね。勉強も頑張って二度と戦争
が起きないようにしようね」

おおしろ　す み こ
北丘小学校 体験者講話

大城 スミ子さん
※それぞれの言語で読んだ
後、日本語での読み聞かせ、と
いう風にすすめていきます。
☆町立図書館カウンター、も
しくは電話でも受付していま
す。ぜひご参加ください。
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夏休みの自由研究にどうぞ
　はえばるエコセンターでは自由研究や夏
休みの思い出作りに使えるエコなグッズを
無料で貸し出ししています。
　簡単なテキストもコピーできますのでぜ
ひご活用ください。

干潟やマングローブに
住む生き物を探し観察
をします。 【講師】池村
浩明 氏（漫湖水鳥湿地
センター）

・ソーラー
 クッカーセット
・紙すき道具
・さきおりセット 
 

※貸出しは町民または町内の団体のみといたします。

・スニーカーで参加すること。
・小学3年生以下は保護者同伴。　

干潟の観察会

【日時】8月21日(木)9：30集合～11：30
【場所】漫湖水鳥湿地センター
【料金】100円(保険料込み)
【対象】南風原町民優先　【定員】20人

水筒持ち物

【日時】8月13日(水）9：30～11：30　【場所】中央公民館　【料金】100円　【定員】20人

川に住む生き物を探し
観察をします。小学3年

生以下は親子同伴でお願いします。 
【講師】嶋津信彦 氏（しまず外来魚研究所）
石神安弘 氏（Natural　Box株式会社）

川の観察会

【日時】8月19日（火）9：30～11：30　
【場所】国場川（イエローハットの裏手）　【料金】100円　【定員】20人

など

黄金森の観察会

※スニーカーで参加してください。サンダル、ぞうりでは参加できません。
　水筒を持参してください。生物の持ち帰りはできません。

黄金森を散策し、
森に住む生き物

を探します。虫の研究家の解説がありますの
で夏休みの自由研究にもおすすめです。
【講師】石神安弘 氏（Natural　Box株式会社）




